
　
一
　
は
じ
め
に

　

筆
者
は
二
〇
一
一
年
の
原
発
事
故
発
生
当
時
か
ら
、
早

稲
田
大
学
人
間
科
学
学
術
院
教
授
会
に
て
有
志
の
教
員
と

共
に
『
震
災
と
人
間
科
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
を
立
ち
上
げ
、

大
学
・
研
究
機
関
と
し
て
復
興
に
役
立
つ
支
援
を
目
指
し

た
調
査
・
研
究
活
動
に
従
事
し
て
き
た
⑴
。
活
動
初
期
か

ら
、
民
間
支
援
団
体
で
あ
る
『
震
災
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
埼

玉（
Ｓ
Ｓ
Ｎ
：
代
表
・
猪
股
正
）』
や
『
東
京
災
害
支
援
ネ
ッ
ト

（
と
す
ね
っ
と
：
代
表
・
森
川
清
）』
ら
と
協
働
し
、
主
に
埼

玉
県
や
東
京
都
な
ど
の
首
都
圏
に
避
難
し
て
き
た
原
発
事

故
被
害
者
を
対
象
と
し
た
、
①
避
難
所
調
査
、
②
大
規
模

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
⑵
⑶
⑷
、
③
被
災
体
験
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査
、
④
被
災
自
治
体
が
行
っ
た
調
査
の
依
頼
分
析
、
⑤

心
理
・
生
活
・
法
律
相
談
を
兼
ね
た
相
談
会
の
開
催
、
⑥

心
理
・
福
祉
・
教
育
・
法
律
連
携
に
よ
る
「
な
ん
で
も
電

話
相
談
」
と
「
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
埼
玉
支
部
の
立

ち
上
げ
、
⑦
ハ
イ
リ
ス
ク
群
へ
の
電
話
や
家
庭
訪
問
支
援
、

⑧
避
難
者
交
流
会
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の
設
立
と
開

催
支
援
、
⑨
社
会
資
源
リ
ス
ト
の
作
成
、
⑩
被
災
者
支
援

情
報
誌
作
成
、
⑪
支
援
者
向
け
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
／
支
援

オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
養
成
講
座
の
開
催
、
⑫
記
者
会
見
・
講

演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
な
ど
を
一
〇
年
間
継
続

さ
せ
て
き
た
。

　

筆
者
が
現
在
副
代
表
を
務
め
る
震
災
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
埼
玉（
Ｓ
Ｓ
Ｎ
）は
、
弁
護
士
と
司
法
書
士
に
よ
る
「
社

会
経
済
的
な
問
題
を
解
決
す
る
チ
ー
ム
」、
心
療
内
科
の
医

師
と
臨
床
心
理
士
に
よ
る
「
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
支
え
る

チ
ー
ム
」、
Ｉ
Ｔ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
社
会
福
祉
士
・
精
神

保
健
福
祉
士
に
よ
る
「
生
活
や
情
報
を
支
え
る
チ
ー
ム
」
の

三
本
柱
で
活
動
を
続
け
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
当
団
体
の

多
職
種
連
携
支
援
活
動
の
成
果
は
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
」・

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
」・「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
」
な
ど

で
報
道
さ
れ
、
書
籍
『
フ
ク
シ
マ
の
医
療
人
類
学
』（
遠
見

書
房
、
二
〇
一
九
）⑸
で
詳
し
く
報
告
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
原
発
事
故
か
ら
一
〇
年
と
な
る
避
難
者
の

現
在
進
行
形
の
被
害
実
態
を
、
特
に
精
神
医
学
的
見
地
か

ら
整
理
す
る
。

　
二
　
県
外
避
難
者
の
実
態

　

復
興
庁
の
統
計
に
よ
る
と
、
避
難
者
数
が
最
大
で
あ
っ

た
の
は
二
〇
一
二
年
で
あ
り
、
避
難
者
全
体
約
一
六
万
人

の
う
ち
、
県
内
避
難
者
が
約
一
〇
万
人
、
県
外
避
難
者
が

約
六
万
人
で
あ
っ
た
。
二
〇
一
五
年
に
は
全
体
約
一
一
万

人
の
う
ち
、
県
内
が
約
六
・
五
万
人
、
県
外
が
約
四
・
五

万
人
に
な
っ
た
。
二
〇
一
九
年
は
全
体
約
四
万
人
の
う
ち
、

県
内
が
一
万
人
、県
外
が
三
万
人
で
あ
る
。
全
体
的
に
み
る

と
避
難
者
数
は
減
少
し
て
い
る
が
、
県
内
避
難
者
が
一
〇

分
の
一
に
減
っ
た
の
に
対
し
て
、
県
外
避
難
者
は
二
分
の

一
に
し
か
な
っ
て
お
ら
ず
、
県
外
避
難
者
の
半
数
は
依
然

と
し
て
避
難
生
活
を
続
け
て
い
る
状
況
だ
と
言
え
る
。

　

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
県
外
に
避
難
し
て
い
る
人
々
が
地
元

へ
帰
還
で
き
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
ら
の
こ
れ
ま

で
の
調
査
に
よ
る
と
、
帰
還
で
き
な
い
代
表
的
な
要
因
と

し
て
、
①
避
難
指
示
が
ま
だ
解
除
さ
れ
て
い
な
い
、
②
放

射
線
量
が
ま
だ
安
全
で
は
な
い
、
③
生
活
環
境
が
整
っ
て

い
な
い
、
④
友
人
が
い
な
い
、
⑤
戻
っ
て
も
仕
事
が
な
い
、

と
い
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
、
⑥

経
済
的
余
裕
が
な
い
、
⑦
家
族
の
意
見
が
一
致
し
な
い
、

⑧
事
故
を
思
い
出
し
て
し
ま
う
、
⑨
避
難
先
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
定
着
し
て
い
る
、
⑩
避
難
先
で
新
し
い
仕
事
に
つ

い
た
、
と
い
っ
た
理
由
も
認
め
ら
れ
た（
一
一
頁
図
１
）。

　

さ
ら
に
深
刻
な
の
は
、
量
的
・
質
的
調
査
か
ら
見
え
て
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に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。

　

こ
の
調
査
は
、
早
稲
田
大
学
災
害
復
興
医
療
人
類
学
研

究
所（
Ｗ
Ｉ
Ｍ
Ａ
）と
震
災
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
埼
玉（
Ｓ
Ｓ

Ｎ
）そ
し
て
日
本
放
送
協
会（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）と
の
共
同
で
行
わ
れ

た
。
調
査
の
企
画
か
ら
実
施
、
そ
し
て
調
査
結
果
を
も
と

に
執
筆
し
た
『
引
き
続
く
原
発
避
難
者
の
苦
難
を
直
視
し

た
継
続
的
か
つ
実
効
的
支
援
を
求
め
る
要
望
書
』
を
復
興

庁
に
提
出
す
る
ま
で
の
経
緯
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー『〈
明
日
へ
つ
な
げ
よ
う
〉分
断
の
果
て
に“
原
発
事
故

避
難
者
”
は
問
い
か
け
る
』（
二
〇
二
〇
年
七
月
一
二
日
Ｎ
Ｈ

Ｋ
総
合
放
送
）に
て
紹
介
さ
れ
た
。

　

調
査
は
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
か
ら
二
〇
二
〇
年
三
月

の
期
間
に
、
福
島
県
七
自
治
体（
双
葉
町
・
大
熊
町
・
富
岡

町
・
い
わ
き
市
・
川
内
村
・
福
島
市
・
郡
山
市
）の
協
力
を
得

て
、
首
都
圏（
関
東
一
都
六
県
）に
避
難
し
て
い
る
全
て
の

四
二
五
五
世
帯
を
対
象
に
し
て
実
施
さ
れ
た
。
回
収
数
は

五
五
七
件
で
、
回
収
率
は
一
三
・
一
％
で
あ
っ
た
。

　

心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
）症
状
の
強
さ

を
測
定
す
る
Ｉ
Ｅ
Ｓ-

Ｒ
調
査
の
結
果
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
可

能
性
が
あ
る
と
さ
れ
る
二
五
点
以
上
の
者
が
四
一
・
一
％

で
あ
っ
た
。
抑
う
つ
・
不
安
が
強
い
た
め
に
何
ら
か
の
生

活
上
の
支
障
を
き
た
し
て
い
る
恐
れ
が
あ
る
Ｋ
６
が
一
三

点
以
上
の
者
が
一
八
・
一
％
、
今
す
ぐ
に
で
も
何
ら
か
の

医
療
的
対
応
が
必
要
と
さ
れ
る
重
症
の
精
神
状
態
で
あ
る

一
七
点
以
上
の
者
が
九
・
九
％
で
あ
っ
た
。
全
体
の
約
四

割
の
人
々
が
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
可
能
性
が
あ
る
ほ
ど
の
強
い
ス

ト
レ
ス
状
態
で
生
活
し
て
お
り
、
全
体
の
約
二
割
に
日
常

生
活
に
支
障
が
で
る
ほ
ど
の
う
つ
・
不
安
状
態
が
認
め
ら

れ
、
さ
ら
に
全
体
の
約
一
割
の
人
々
が
医
療
機
関
へ
の
受

診
が
必
要
な
状
況
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ス
ト
レ
ス
度
以
外
に
、
当
調
査
で
は
各
種
身
体
・
心
理
・

社
会
・
経
済
的
状
況
を
把
握
し
て
い
る
。
以
下
紙
数
の
制

　
「
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
可
能
性
」
の
数
値（
％
）は
、
回
答
者
の
う

ち
調
査
で
使
用
し
た
「
改
訂
出
来
事
イ
ン
パ
ク
ト
尺
度（
Ｉ

Ｅ
Ｓ-

Ｒ
）」
で
合
計
得
点
が
二
五
点
以
上
を
示
し
た
者
の

割
合
を
示
し
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
可
能
性
が
あ
る
ほ
ど
の
高
い

ス
ト
レ
ス
状
態
に
あ
る
人
々
の
割
合
を
意
味
す
る
。
Ｐ
Ｔ

Ｓ
Ｄ
の
概
念
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
Ｉ
Ｅ
Ｓ-

Ｒ
は

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
特
徴
的
な
症
状
の
強
さ
を
測
定
し
て
お
り
、

最
低
〇
点
か
ら
最
高
八
八
点
の
範
囲
で
計
測
さ
れ
る
ス
ト

レ
ス
尺
度
で
あ
る
。
原
発
事
故
か
ら
一
〜
二
年
の
時
期
に

は
約
六
〇
〜
七
〇
％
の
人
々
が
高
い
ス
ト
レ
ス
状
態
に
あ

り
、
事
故
五
年
の
時
期
に
は
約
四
〇
％
程
度
と
な
っ
て
い

る
が
、
そ
の
後
二
〇
一
九
年
の
最
新
調
査
で
も
約
四
〇
％

と
高
止
ま
り
の
状
況
で
あ
る
。

　

次
に
「
う
つ
・
不
安
障
害
の
可
能
性
」
の
数
値（
％
）は
、

回
答
者
の
う
ち
調
査
で
使
用
し
た
「
気
分
・
不
安
障
害
調

査
票（
Ｋ
６
）」
で
合
計
得
点
が
一
三
点
以
上
を
示
し
た
者

の
割
合
を
示
し
て
い
る
。
Ｋ
６
は
、
六
項
目
か
ら
な
る
簡

易
検
査
で
あ
り
、
合
計
点
が
最
低
〇
点
か
ら
最
高
二
四
点

の
範
囲
で
測
定
さ
れ
る
。
一
三
点
以
上
で
社
会
機
能
に
障

害
が
生
じ
る
う
つ
・
不
安
障
害
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る

レ
ベ
ル
と
さ
れ
、
一
七
点
以
上
で
は
、
う
つ
・
不
安
障
害

に
対
す
る
医
療
的
支
援
が
必
要
と
さ
れ
る
レ
ベ
ル
だ
と
さ

れ
て
い
る
。
筆
者
ら
は
、
福
島
県
民
健
康
調
査
や
宮
城
・

岩
手
の
津
波
被
災
者
に
対
す
る
調
査
な
ど
で
Ｋ
６
が
多
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
二
〇
一
六
年
調
査
よ
り
Ｋ
６
を

施
行
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
ほ
ぼ
二
〇
％
程
度
の
者
が

う
つ
・
不
安
障
害
の
可
能
性
が
あ
る
状
況
が
続
い
て
い
る

こ
と
が
理
解
で
き
る
。

　
四
　
二
〇
一
九
年
度
調
査
結
果
に
み
る
被
害
実
態

　

こ
こ
で
、
筆
者
ら
が
行
っ
た
最
新
の
調
査
デ
ー
タ
を
元

に
、
現
在
進
行
形
で
あ
る
原
発
事
故
避
難
者
の
被
害
実
態

き
た
「
避
難
者
の
分
断
と
孤
立
の
問
題
」
で
あ
る
⑹
。
言
葉

も
違
う
不
慣
れ
な
土
地
で
の
生
活
と
い
う
「
故
郷
か
ら
の

分
断
」、
避
難
生
活
に
必
要
な
情
報
が
な
い
と
い
う
「
情
報

か
ら
の
分
断
」、
避
難
区
域
に
よ
る
賠
償
の
格
差
に
基
づ

く
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
の
分
断
」、
夫
や
両
親
・
親
戚
と

の
子
育
て
環
境
や
放
射
線
環
境
に
関
す
る
認
識
の
違
い

と
い
っ
た
「
家
族
か
ら
の
分
断
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
分
断

が
孤
立
を
産
み
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
悪
化
さ
せ
、
う
つ

病
や
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
）、
ア
ル
コ

ー
ル
中
毒
、
孤
独
死
、
関
連
自
殺
な
ど
が
発
生
し
て
い
る

危
機
的
状
況
で
あ
る
⑺
。

　
三
　
こ
れ
ま
で
の
調
査
に
お
け
る

　
　
　
各
年
度
の
ス
ト
レ
ス
度

　

筆
者
ら
が
こ
れ
ま
で
に
二
〇
一
二
年
か
ら
二
〇
一
九
年

に
か
け
て
毎
年
行
っ
て
き
た
大
規
模
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
を
表
１
に
示
し
た
。
上
段
の
調
査
の
略
称
は
、
施
行

し
た
年
、
共
同
調
査
者（
震
災
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
埼
玉
＝
Ｓ

Ｓ
Ｎ
、
日
本
放
送
協
会
＝
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）、
調
査
対
象
区
域（
埼
玉
、

福
島
、
埼
玉
東
京
、
全
国
、
首
都
圏
、
等
）を
示
す
。
上
か
ら

配
布
数
、
回
収
数
、
回
収
率
、
調
査
期
間
を
記
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
は
、
福
島
県
の
浜
通
り
お
よ
び
中
通
り

の
各
自
治
体
が
把
握
し
て
い
る
「
避
難
者
」
に
対
し
て
、
調

査
用
紙
を
自
治
体
の
広
報
誌
と
共
に
配
布
す
る
方
法
で

実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市

町
村
自
治
体
が
把
握
し
て
い
る
避
難
者
世
帯
の
全
世
帯
に

配
布
さ
れ
た
調
査
で
あ
る
。
毎
年
、
協
力
が
得
ら
れ
る
自

治
体
が
多
少
異
な
る
た
め
、
完
全
な
コ
ホ
ー
ト（
追
跡
）調

査
と
は
言
え
な
い
が
、
避
難
者
の
全
体
的
な
傾
向
を
知
る

意
味
で
価
値
が
あ
る
経
年
調
査
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
れ

ま
で
の
調
査
の
中
で
特
に
重
要
な
知
見
は
、
国
際
ジ
ャ
ー

ナ
ル
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
⑻
⑼
。
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表1

調査略称
2012年

SSN
埼玉調査

2013年
NHK福島調査

2013年
SSN

埼玉東京調査

2014年
SSN

埼玉東京調査

2015年
NHK

全国調査

2016年
SSN

福島・全国調査

2017年
SSN

首都圏調査

２０１８年
SSN

首都圏調査

２０１９年
SSN/NHK

首都圏調査

配布数 2,011世帯 2,425世帯 4,268世帯 3,599世帯 16,686世帯 5,464世帯 10,275世帯 4,905世帯 4,255世帯

回収数 490件 745件 530件 776件 2,862件 1,012件 1,083件 363件 557件

回収率 24.4％ 30.7％ 12.4％ 21.8％ 17.2％ 18.5％ 10.0％ 7.4％ 13.1％

調査期間 2012年3～4月 2012年2月 2013年3～4月 2014年3～4月 2015年2～3月 2015年12月～
2016年2月 2017年1～2月 2017年12月～

2018年1月
2019年12月～
2020年3月

PTSDの
可能性 ６７.３％ ６４.６％ ５９.６％ ５７.７％ ４１.０％ ３７.７％ ４６.８％ ー ４１.１％

うつ・不安障害の
可能性 ー ー ー ー ー ２０.８％ ２１.７％ ２１.２％ １８.１％

図2　避難者の
　 　現在の経済状況

図3　住宅支援の
　 　打ち切りについて

図4　現在の失業状況 図6　避難者の
　 　帰還に関する現状

全く
困って
いない
14.5％

とても
困って
いる
12.2％

まったく
困っていない

24.3％

とても
困っている

25.1％ はい
36.5％

避難を継続中
67.5％

すでに
地元に帰還した

1.3％

すでに
移住した
31.2％

いいえ
63.5％

少し
困っている

20.4％

あまり
困っていない

30.1％

少し
困っている

31.6％あまり
困っていない

41.6％

図7　帰還してもよい
　 　放射線の水準（追加被ばく）

図8　避難者である事による
　 　嫌な経験

図9　避難者であることを
　 　地域の人に話す抵抗感

図10　自分の家庭が近所から
　 　孤立していると感じるか

やや
そう思う
17.2％

どちらとも
言えない
27.7％

とてもそう思う
5.6％

全く
そう思わない

17.2％
まったくない

23.1％

よくある
8.4％

少しある
37.6％

あまりない
31％

あまり
そう思わない

32.3％
少しある
18.1％

よくある
24.7％まったくない

27.3％

あまりない
29.8％

年5mSv以下
6.1％

年20mSv未満
7.1％

0mSv
41.8％

わからない
26.2％

年1mSv以下
18.8％

2019年度　SSN／NHK／WIMA震災アンケート調査

図１　避難者が帰還しない理由（人数） 図5　避難者の現在の失業理由（人数）
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約
上
、
デ
ー
タ
の
う
ち
現
在
の
被
害
実
態
を
把
握
す
る
上

で
特
に
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
結
果
の
み
掲
示
し
た
。
全
体

の
調
査
結
果
は
、
震
災
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
埼
玉（
Ｓ
Ｓ
Ｎ
）

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
資
料
を
公
開
し
て
い
る
の
で
ご
参
照

い
た
だ
き
た
い
⑽
。

　

こ
れ
ら
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
図
２
・

３
か
ら
は
、
県
外
避
難
者
の
う
ち
半
数
近
く
の
人
々
が
経

済
的
に
困
窮
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
半
数
近
く
の
人
々

が
住
宅
支
援
の
打
ち
切
り
に
よ
っ
て
困
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
住
宅
支
援
を
中
心
に
し
た
経
済
的
支
援
の
再
開

ま
た
は
開
始
が
必
須
で
あ
る
。
図
４
・
５
か
ら
は
、「
現
在

失
業
中（
定
年
退
職
を
除
く
）」
の
約
三
六
％
の
者
の
、
失
業

理
由
の
内
訳
と
し
て
「
自
営
業
が
再
開
で
き
な
い
、
年
齢

の
条
件
が
合
わ
な
い
、
病
気
を
患
っ
て
い
る
、
働
く
意
欲

が
わ
か
な
い
」
等
の
回
答
が
多
く
み
ら
れ
る
。
図
６
か
ら

は
、
現
在
の
県
外
避
難
者
を
約
三
万
人
と
換
算
す
る
と
、

三
分
の
一
の
一
万
人
が
移
住
を
決
断
し
て
お
り
、
残
り
の

二
万
人
は
避
難
を
継
続
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
数

多
く
の
世
帯
が
避
難
の
継
続
を
希
望
し
て
お
り
、「
長
期
避

難
を
継
続
さ
せ
る
権
利
」
を
改
め
て
法
的
に
認
め
る
必
要

が
あ
る
。
図
７
の
デ
ー
タ
か
ら
は
約
六
割
の
人
々
が
、
帰

還
し
て
も
よ
い
放
射
線
の
水
準
と
し
て
追
加
被
ば
く
〇
〜

一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
だ
と
回
答
し
て
お
り
、
こ
の
状
況
は

筆
者
ら
が
行
っ
て
き
た
事
故
直
後
の
調
査
結
果
と
変
わ
っ

て
い
な
い
⑷
。
県
外
避
難
者
に
と
っ
て
福
島
の
地
元
の
放

射
線
量
は
決
し
て
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
レ
ベ
ル
で
は

な
い
と
判
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
深
刻
に
受
け
止
め
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
本
来
国
民
が
受
忍
で
き
る
追
加
放
射
線
量

は
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
と
定
め
ら
れ
て
き
た
わ
け
で

あ
る
か
ら
、
原
発
事
故
避
難
者
も
ほ
か
の
国
民
と
同
様
に

低
い
放
射
線
量
環
境
で
生
活
で
き
る
権
利
を
有
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

図
８
・
９
か
ら
は
、
半
数
近
く
の
人
々
が
避
難
者
で
あ

る
こ
と
に
よ
る
嫌
な
経
験
を
し
て
お
り
、
避
難
し
て
い
る

こ
と
を
周
囲
に
隠
し
な
が
ら
生
活
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
図
１０
か
ら
は
、
四
人
に
一
人
が
避
難
先
の
地
域
か

ら
の
孤
立
を
感
じ
て
い
る
。
避
難
先
で
の
社
会
的
孤
立
は

深
刻
で
あ
り
、
避
難
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
隠
さ
な
く
て

も
生
活
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
、
地
域
と
避
難
住
民

と
の
交
流
と
友
好
を
促
進
さ
せ
る
何
ら
か
の
社
会
的
支
援

策
が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
「
２
０
１
９
年
度
Ｓ
Ｓ
Ｎ
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
／
Ｗ
Ｉ
Ｍ
Ａ

首
都
圏
調
査
」
で
明
ら
か
に
な
っ
た
デ
ー
タ
を
元
に
し
た

『
復
興
庁
へ
の
要
望
書
』
は
、
日
本
学
術
会
議
の
機
関
紙

『
学
術
の
動
向
』（
二
〇
二
一
年
三
月
号
）に
ま
と
め
て
お
り
、

併
せ
て
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
⑾
。

　
五
　
原
発
事
故
避
難
者
の
被
害
実
態
に
つ
い
て
の
考
察

　
『
構
造
的
暴
力
に
よ
る
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
』、
こ
れ
が
筆
者
ら
が

一
〇
年
間
の
調
査
を
経
て
到
達
し
た
仮
説
で
あ
る
⑼
⑿
〜
⒁
。

「
構
造
的
暴
力（structural violence

）」
は
、
平
和
学
の
分

野
で
ヨ
ハ
ン
・
ガ
ル
ト
ゥ
ン
グ（Johan G

altung, 1969

）に

よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
概
念
で
あ
り
、
政
治
・
経
済
・
社
会
・

文
化
な
ど
の
構
造
に
組
み
込
ま
れ
た
暴
力
で
あ
り
、
社
会

的
不
正
義
や
生
活
の
機
会
の
不
平
等
・
格
差
・
差
別
と
し

て
現
れ
る
力
で
あ
る
。
一
般
的
に
暴
力
と
い
う
用
語
は
、

殴
る
、
蹴
る
、
殺
す
、
虐
待
、
強
姦
、
脅
迫
、
拉
致
、
監

禁
な
ど
と
い
っ
た
個
人
的
で
か
つ
直
接
的
な
暴
力
を
イ
メ

ー
ジ
し
や
す
い
。
紛
争
、
戦
争
、
爆
撃
、
テ
ロ
、
ジ
ェ
ノ

サ
イ
ド（
大
量
虐
殺
）な
ど
集
団
的
に
行
使
さ
れ
る
暴
力
も

可
視
化
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
構
造
的
暴
力
は
、

歴
史
的
な
社
会
構
造
に
組
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ
て
お
り
、

社
会
や
文
化
に
染
み
つ
い
た
ル
ー
ル
や
法
則
に
内
在
し
、

さ
ら
に
は
人
権
を
無
視
し
た
り
放
置
し
た
り
す
る
社
会
制

度
や
法
律
に
ま
で
及
ぶ
、
大
勢
の
被
害
者
を
知
ら
ず
知

ら
ず
に
生
ん
で
い
る
巨
大
な
暴
力
で
あ
り
、
可
視
化
す
る

こ
と
が
難
し
い
。

　

心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
）と
い
う
概
念

は
、
米
国
に
大
量
の
若
い
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
帰
還
兵
た
ち
が

帰
国
し
た
一
九
六
〇
〜
一
九
七
〇
年
代
に
研
究
さ
れ
は
じ

め
、
一
九
八
〇
年
発
行
の
米
国
精
神
医
学
会
に
よ
る
診
断

基
準
Ｄ
Ｓ
Ｍ-

Ⅲ
に
よ
っ
て
精
神
疾
患
診
断
体
系
に
組
み

入
れ
ら
れ
た
疾
患
で
あ
る
。
戦
争
や
紛
争
、
災
害
や
大
事

故
、
犯
罪
や
レ
イ
プ
な
ど
、
生
命
の
危
険
が
迫
る
出
来
事

に
遭
遇
し
た
こ
と
に
伴
う
ス
ト
レ
ス
障
害
で
あ
る
。
Ｐ
Ｔ

Ｓ
Ｄ
の
原
因
と
な
る
ト
ラ
ウ
マ
体
験
に
は
、
戦
争
や
災
害

な
ど
の
集
団
で
体
験
す
る
大
規
模
な
出
来
事
だ
け
で
な
く
、

拷
問
・
誘
拐
・
人
質
・
監
禁
な
ど
の
個
人
的
に
体
験
す
る

出
来
事
も
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
発
展
し
て
き
た
。
身
体
的
・

性
的
暴
力
や
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス（
Ｄ
Ｖ
）、

幼
児
か
ら
児
童
青
年
期
に
か
け
た
身
体
的
・
性
的
・
心
理

的
・
経
済
的
虐
待
、
ネ
グ
レ
ク
ト
な
ど
も
極
め
て
深
刻
な

ト
ラ
ウ
マ
体
験
と
な
る
。
一
般
的
な
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
で
想
定
さ

れ
て
い
る
暴
力（violence

）は
、
ほ
と
ん
ど
が
直
接
的
暴
力

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
虐
待
な
ど
の
事
例
を
詳
細
に

分
析
す
る
と
、
複
合
的
暴
力
／
暴
力
的
複
合
体（com

plex 

violence/violent com
plexity

）が
長
期
に
わ
た
っ
て
反
復

的
に
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
、
２１
世

紀
に
入
っ
て
か
ら
の
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
研
究
で
は
、
こ
の
よ
う
な

慢
性
反
復
的
な
ト
ラ
ウ
マ
体
験
の
蓄
積
が
複
雑
性
Ｐ
Ｔ
Ｓ

Ｄ
と
い
う
難
治
性
の
病
像
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
、
原
発
事
故
被
害
者
の
ト
ラ
ウ
マ
体
験
は
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
図
１１
は
、「
２
０
１
５
年

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
調
査
」
の
デ
ー
タ
を
元
に
、「
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
可

能
性
」
を
目
的
変
数
と
し
て
、
種
々
の
身
体
・
心
理
・
社
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他
「
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
県
外
避
難
に
伴
う
近
隣
関
係
の

希
薄
化　

埼
玉
県
に
お
け
る
原
発
避
難
者
大
規
模
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
も
と
に
」
厚
生
の
指
標
六
〇（
八
）、
九
─
一
六
頁
、
二
〇
一

三
年
。

⑷　

辻
内
琢
也
「
深
刻
さ
つ
づ
く
原
発
事
故
被
災
者
の
精
神
的
苦

痛　

帰
還
を
め
ぐ
る
苦
悩
と
ス
ト
レ
ス
」
岩
波
書
店
、
世
界
八
五

二
、
一
〇
三
─
一
一
四
、
二
〇
一
四
年
。

⑸　

辻
内
琢
也
・
増
田
和
高
編
著
『
フ
ク
シ
マ
の
医
療
人
類
学
─

原
発
事
故
・
支
援
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
』（
遠
見
書
房
、
二
〇
一
九
年
）。

⑹　

辻
内
琢
也
「
大
規
模
調
査
か
ら
み
る
自
主
避
難
者
の
特
徴　

〝
過
剰
な
不
安
”で
は
な
く
”正
当
な
心
配
”で
あ
る
」
戸
田
典
樹
編

著
『
福
島
原
発
事
故　

漂
流
す
る
自
主
避
難
者
た
ち
』（
明
石
書
店
、

二
〇
一
六
年
）二
七
─
六
四
頁
。

⑺　

辻
内
琢
也
「
原
発
災
害
が
被
災
住
民
に
も
た
ら
し
た
精
神
的

影
響
」
学
術
の
動
向
二
二（
四
）、
八
─
一
三
頁
、
二
〇
一
七
年
。

⑻　

T
sujiuchi T

, Y
am

aguchi M
, M

asuda K
, et al.: H

igh 
prevalence of post-traum

atic stress sym
ptom

s in relation 
to social factors in affected population one year after the 
F

ukushim
a nuclear disaster. P

L
oS

 O
N

E
 11(3): 

e0151807. doi:10.1371/journal.pone.0151807

，2016.

⑼　

T
sujiuchi T

.

：P
ost-traum

atic S
tress D

ue to 
S

tructural V
iolence after F

ukushim
a D

isaster
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震
災
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
埼
玉（
Ｓ
Ｓ
Ｎ
）の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
し

ん
さ
い
つ
な
ぐ
コ
ム
）：https://431279.com

/　

⑾　

辻
内
琢
也
「
復
興
庁
へ
の
要
望
書
─
原
発
事
故
・
支
援
の
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
か
ら
」「
特
集　

原
発
事
故
被
災
か
ら
１０
年
─
被
災

者
の
生
活
再
建
・
心
の
回
復
と
被
災
地
の
再
生
に
向
け
て
」
学
術

の
動
向
二
六（
三
）、
五
二
─
五
七
頁
、
二
〇
二
一
年
。

⑿　

辻
内
琢
也
「
原
発
事
故
が
も
た
ら
し
た
精
神
的
被
害　

構
造

的
暴
力
に
よ
る
社
会
的
虐
待
」
岩
波
書
店
、
科
学
八
六（
三
）、
二

四
六
─
二
五
一
、
二
〇
一
六
年
。

⒀　

辻
内
琢
也
「
原
発
避
難
い
じ
め
と
構
造
的
暴
力
」
岩
波
書
店
、

科
学
八
八（
三
）、
二
六
五
─
二
七
四
、
二
〇
一
八
年
。

⒁　

辻
内
琢
也
「
フ
ク
シ
マ
の
医
療
人
類
学　

構
造
的
暴
力
に
よ

る
社
会
的
虐
待
論
」
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
と
ケ
ア（
一
〇
）、
三
五
─
四
五
、

二
〇
一
九
年
。

⒂　

辻
内
琢
也
『
福
島
型
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
“
今
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
”

─
１０
年
間
の
原
発
事
故
被
害
者
実
態
調
査
に
み
ら
れ
る
構
造
的
暴

力
─
』（
三
和
書
籍
、
二
〇
二
一
年（
八
月
刊
行
予
定
））。

［
引
用
文
献
］

⑴　

辻
内
琢
也
編
『
ガ
ジ
ュ
マ
ル
的
支
援
の

す
す
め
─
一
人
ひ
と
り
の
こ
こ
ろ
に
寄
り
添

う
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
三
年
）。

⑵　

辻
内
琢
也
「
原
発
避
難
者
の
深
い
精
神

的
苦
痛　

緊
急
に
求
め
ら
れ
る
社
会
的
ケ

ア
」
岩
波
書
店
、
世
界
八
三
五
、
五
一
─
六

〇
頁
、
二
〇
一
二
年
。

⑶　

増
田
和
高
、
辻
内
琢
也
、
山
口
摩
弥
、

会
・
経
済
的
要
因
を
説
明
変
数
と
し
て
行
っ
た
多
重
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
の
結
果
を
示
し
た
模
式
図
で
あ
る
。

「
原
発
事
故
で
死
の
恐
怖
を
感
じ
た
ト
ラ
ウ
マ
体
験
、
地

元
・
故
郷
の
喪
失
体
験
、
避
難
先
で
の
嫌
な
経
験
」
と
い
っ

た
心
理
的
ス
ト
レ
ス
と
、「
相
談
者
が
い
な
い
、
家
族
関
係

に
困
難
が
生
じ
た
」
と
い
っ
た
社
会
的
ス
ト
レ
ス
、
そ
し

て
「
生
活
費
の
心
配
、
不
動
産
の
心
配
」
と
い
っ
た
経
済

的
ス
ト
レ
ス
が
、
統
計
学
的
に
有
意
に
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
可
能

性
が
あ
る
ほ
ど
の
ス
ト
レ
ス
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と

が
判
明
し
た
の
で
あ
る
⑹
⑿
⒁
。

　

原
発
事
故
被
害
者
を
担
当
す
る
以
前
か
ら
長
い
間
Ｄ
Ｖ

訴
訟
を
扱
っ
て
き
た
知
人
の
弁
護
士
が
、「
原
発
事
故
被
害

者
は
ま
る
で
Ｄ
Ｖ
被
害
者
だ
」
と
語
っ
て
い
た
の
を
聞
い

て
、
筆
者
は
『
構
造
的
暴
力
に
よ
る
社
会
的
虐
待
』
と
い

う
仮
説
生
成
に
至
っ
た
。
原
発
事
故
被
害
者
は
、
ま
さ
に

Ｄ
Ｖ
や
虐
待
の
よ
う
な
心
理
的
・
社
会
的
・
経
済
的
な
複

合
的
暴
力
に
長
期
に
わ
た
っ
て
繰
り
返
し
さ
ら
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
筆
者
ら
が
行
っ
て
き
た
大
規
模
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
自
由
記
述
欄
に
記
載
さ
れ
た
数
多
く
の
体
験
談
、

さ
ら
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
契
機
に
支
援
を
求
め
て
こ

ら
れ
た
被
害
者
の
方
た
ち
の
語
り
か
ら
も
、
可
視
化
さ
れ

に
く
い
構
造
的
暴
力
に
よ
っ
て
繰
り
返
さ
れ
る
ト
ラ
ウ
マ

体
験
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。

　

図
１２
は
、
筆
者
が
考
え
て
い
る
構
造
的
暴
力
の
全
体
的

構
造
を
示
し
た
図
で
あ
る
。
原
発
避
難
い
じ
め
⒀
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
な
ト
ラ
ウ
マ
体
験
の
基
盤
に
あ
る
構
造
的
暴

力
の
下
部
構
造
と
し
て
、「
核
の
平
和
利
用
、
経
済
優
先
、

自
己
責
任
論
」
と
い
っ
た
問
題
群
が
想
定
で
き
る
⑼
⒁
。

　
六
　
お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
紙
数
の
関
係
上
十
分
な
議
論
を
紹
介
で
き

な
か
っ
た
。
精
神
医
学
お
よ
び
医
療
人
類
学
の
観
点
か
ら

ま
と
め
た
原
発
事
故
一
〇
年
の
被
害
実
態
は
、
近
く
出
版

さ
れ
る
拙
著
『
福
島
型
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ“
今
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ

と
”（
仮
題
）』（
三
和
書
籍
、
二
〇
二
一
）⒂
を
お
読
み
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
筆
者
ら
の
一
連
の
研
究
が
、
原
発
事

図11

図12

故
避
難
者
の
人
権
擁
護
の
獲
得
を

き
っ
か
け
に
し
て
、
国
民
全
体
の
健

康
と
福
祉
が
活
か
さ
れ
る
「
誰
ひ
と

り
と
し
て
取
り
残
さ
な
い（leave no 

one behind

）」
社
会
の
実
現
の
一
助

と
な
る
こ
と
を
心
か
ら
願
う
。
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